
泊小学校だより 令和元年８月２６日

～潮風の中でたくましく～
第９号 校長 山本 洋介

３２日間の夏休みが終わり、本日第２学期の始業式を行いました。夏休み中は、暑さに

酔ってしまうような、そんな厳しい猛暑が続きましたが、ご家庭の方では体調を崩される

ことはありませんでしたか。

本日、校舎内には子どもたちの元気な声が戻ってきていてとても安心していますが、子

どもたちの２学期がさらに充実したものとなるよう教職員一同頑張っていきたいと思いま

すので、１学期同様どうぞよろしくお願いします。

第１学期終業式では、「夏休みは、『頑張って続ける』が大事」「継続は力なり」という

話をしました。子どもたち一人ひとりが、それぞれの形で今年の夏休みを頑張ってきたこ

とだと思っていますが、夏休み期間中、直接、素晴らしい子どもたちの姿に出合うことが

できましたので少し紹介します。

一つめは、水泳大会です。６月初旬より４～６年生は、放課後毎日水泳練習に取り組ん

できました。いつもの生活に、水泳練習の時間が加わるわけですから体の疲れを含めて大

変だったと思います。いろいろ悩んだこともあったと思います。しかし、みんなで声を掛

け合いながら数ヶ月間の練習を乗り越えてきました。そして、本番。朝から暑い１日でし

たが、５・６年生の代表の子どもたちは、練習してきたことを力を出し切り、充実した表

情を浮かべていましたが、これまで４～６年生みんなで頑張ってきたことと合わせて本当

に喜ばしいことだと思います。

二つめは、ＮＨＫ全国学校音楽コンクール鳥取県コンクールに出場した６年生の姿です。

学級で話合い、みんなで出場を決め、１学期から取組を始めましたが、暑い暑い夏休み期

間中も、本番当日も含め８日間練習を行ってきました。（中には、水泳県大会の練習も同

時に進めていた児童もいるはずです。）ここでは、練習中から運動会の組体操とは違った

「協力」を実感したのではないかと思います。自分一人で思いっきり声を出すのではなく、

隣の人と音を合わせながら、みんなでのハーモニーの美しさを表現していくものです。終

業式では、１～５年生の前で事前に歌声を披露してくれましたが、本番のアロハホールで

は、わずか半月あまりで、さらに大成長を遂げた姿を見せてくれました。本当に胸を打た

れる歌声でしたし、取組を続けた姿は、誇るべき６年生の姿であったと思っています。６

年生には、継続の力の大きさを次の学校生活につなげながら、１～５年生にいい形で引き

継いでいってもらいたいと願っています。

上述のこと以外にも、頑張ることを続けた子どもたちは、まだまだたくさんいると思い

ます。２学期には学習発表会もあります。みんなで頑張りを続けながら、共に歩んでいけ

る姿を期待しているところです。

津田梅子の名言「何かを始めることは優しいがそれを継続することは難しい」

津田梅子は、明治元年に日本で初めてのアメリカ女子留学に参加し、「自分たちの

学校を創る」という夢を持ち、「女性のための本当の学校を創る」という形で夢を

果たしました。

この生き方の中で、困難に負けず、努力を積み重ねることが、目標を達成する道だ

と私たちに語りかけています。

（女子英学塾、（現在の津田塾大学を創る））



休み前、夏休み期間中、頑張りました」（敬称略）

＜中部小学校水泳大会(7/25)＞

【５０ｍ自由形】

６年男子 ５位 38秒 3 山口航輝 （県大会出場へ）

【５０ｍ平泳ぎ】

５年男子 ８位 56秒 8 坂田 就

【５０ｍ背泳ぎ】

５年女子 ６位 54秒 7 林 幸菜

６年女子 ８位 47秒 5 北原仁瑚

６年男子 ４位 45秒 8 瀬戸 宝 （県大会出場へ）

【５０ｍバタフライ】

６年女子 10位 56秒 9 松田心結

【１００ｍ自由形】

６年女子 ９位 1分 36秒 3 山本愛花

６年男子 ３位 1分 25秒 9 石原 司 （県大会出場へ）

【１００ｍ平泳ぎ】

５年男子 10位 2分 08秒 5 樋野 葵

【２００ｍリレー】

５年女子 ９位 3分 16秒 0 西村結菜、櫻井美桜

若松結愛、林 幸菜

６年男子 ４位 2分 39秒 2 德井玄泰、瀬戸 宝

＜中部子ども造形展＞ 石原 司、山口航輝（県大会出場へ）

【特選】

１年 陶山峻宏 「がんばった おおだま」

３年 市橋虎之介「なしを育てて、大ぶくろをかけたよ」

４年 市橋桃花 「楽しそうに泳ぐ海のなかまたち」

６年 北原仁瑚 「毎日見た景色」

【入選】

１年 河田啓杜 「たのしいまち～いろいろなかたちのかみから～」

森里 銀 「だいやをまもる～いろいろなかたちのかみから～」

２年 牧田零央 「つよいティラノサウルス」

福光雅玖 「うちゅうのかいじゅうどしん」

荒川経志朗「いっぱい魚が生まれたよ」

松田芽与 「花がさいたよ」

３年 石原葵子 「なしの大ぶくろがけ がんばるぞ」

陶山優衣 「なしの大ぶくろがけをしたよ」

４年 福光勘太 「種と実がいっしょの木」

濱﨑凰華 「ふしぎな人魚の世界」

松嶋美咲 「えっちゃんのにせもののぼうし」

５年 西村結菜 「泊を見守る大きな木」

戸羽巧真 「泊小の児童げんかん」

井高雅斗 「ボールと体育館」

６年 粟田朋美 「アジサイと大好きな泊小」

石原 司 「校門から見えるシュロの木」

＜第８６回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール鳥取県コンクール（8/9）＞

６年 銀賞 課題曲「わたしはこねこ」 自由曲「一歩だけ」


